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川口市立医療センター さか　 た　 ひと　 み

検査科　坂 田 一 美

新型コロナウイルス感染症

すこやか生活習慣ワンポイントアドバイス
健 康 ガ イ ド

今月は「手話」と「通訳」を紹
介します。①と②を組み合わせる
と「手話通訳」という意味にな
ります。

親指を立て、口
の前で左右に２
回動かします。
この表現には、
「案内」「紹介」と
いった意味も含
みます。

② 通訳

両手の人差し指
を向い合わせ、
半回転違いに回
転させます。また、
人差し指の代わ
りに、５本の指を
伸ばし、回転さ
せる表現方法も
あります。

① 手話

g障害福祉課
　i048-259-7926
　k048-259-7943
　

手話講座ワンポイント 人
ひと

左から 伊藤さん、下園さん

長引く咳は結核かも⁉ 
～9月24日から30日は結核予防週間です～

せき

1　結核ってどんな病気？
　結核菌により主に肺に炎症が起こり、飛沫感染や
空気感染をする病気です。結核菌の混ざったしぶき
が、咳やくしゃみをすることで空気中に飛び散り、それを直接吸い込むこ
とで感染します。
　過去には日本人の死亡原因第1位だった結核ですが、現代は医療の
向上により、きちんと薬を飲めば治る病気になりました。
2　川口市の患者数
　川口市の2019年の新たな結核患者数は92人でした。中でも、20～
65歳の働き盛りの世代が約半数、75歳以上が約３割を占めています。
3　結核を予防しましょう
　規則正しい生活を送り、バランスの取れた食事や十分な休養・睡眠を
取りましょう。健康的な生活が予防につながります。早期発見は重症化
を防ぐだけでなく、家族や職場などへの感染を防ぐためにも重要です。
症状がなくても毎年定期的に健診を受けましょう。
　下記の症状が２週間以上続くときは、健診を待たずに早めに受診！

チェック 咳 たん 発熱 倦怠感 体重
減少

g疾病対策課　i048-423-6726　k048-423-8852

シールぼうや

●40歳以上のかたは市の【肺がん・結核検診】が500円で受けられます。
（7月～翌年2月）※詳細は市ホームページをご覧ください。
g地域保健センター　i048-256-2022　k048-256-2023

※高齢者の場合は症状が出ないこともあります。年に一度は胸部
　レントゲン検査を受けるようにしましょう。

　新型コロナウイルス感染症の検査と感染予防についてお話しし
ます。
　検査は大きく２種類あります。ウイルスにかかっているかを調べ
る検査（遺伝子を調べるPCR検査やウイルス構成タンパク質を調べ
る抗原検査）と、ウイルスにかかったことがあるかを調べる抗体検
査になります。前者は鼻咽頭拭い液や唾液などを用い、後者は血液
を用います。ウイルスの有無を調べる検査は偽陰性や偽陽性があり
ますが、基本「陽性」は感染していることを意味します。一方、抗体検
査は感染後数週を経て作られる抗体を見ているので、疫学調査に用
いられます。日本の抗体保有率は欧米に比べて低いことが分かって
います。
　新型コロナウイルスは症状が出る前後が最も感染力が強く、ま
た、症状がない場合でも感染させることが分かっています。すなわ
ち診断がつく前にすでに人に感染させているおそれがあります。し
かし検査は症状がある、あるいは濃厚接触が疑われたかたに実施さ
れます。皆さんが日常生活の中で、感染者を認識することは不可能
です。
　感染症の最大の防御は人同士が接しないことです。しかしいつま
でもそれを続けることは無理があります。従って一般的な感染防止
対策（三密を避ける、外出時のマスク着用、手洗い、手指消毒、換気）
を徹底していく事が重要であると肝に銘ずるべきです。
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